
編集／毎日新聞社カスタマーリレーション本部

※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本
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２６日（水）＝オピニオン面

２５日（火）＝夕刊特集ワイド

朝日新聞記者・永田
豊隆さん（54）＝写真
＝が書いた「妻はサバ
イバー」がノンフィク
ションの労作として話
題となっています。妻
は結婚後に性犯罪の被
害者となり、摂食障害

やアルコール依存症な
どに苦しみ、46歳でア
ルコール性認知症と診
断されたといいます。
「自分の経験を表に

出すことで、長く不満
を感じてきた精神科医
療や社会保障の不備を

改めるのに役立つか
も」と永田さんは執筆
の動機を語っています。

「維新の会」結党10年

「妻はサバイバー」著者に聞く

岸
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＝
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献
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質
問
権
」
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行
使
し
て
調
査
す
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よ
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。
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憲
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縄
で
進
み
そ
う

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
初
の
行
使
と
な
る

質
問
権
に
迫
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心臓移植で救われた夢 ２３日（日）＝１、３面

日本維新の会の結党
から10年がたちました。
野党でありながら時に
は政権与党にくみし、
他の野党を激しく攻撃
するスタンスで、最近
の国政選挙では議席を
増やしています。栄枯
盛衰の激しい政界でな

ぜ10年間存続できてい
るのでしょうか、その
手法に限界はないので
しょうか。党を創立し
た松井一郎さん＝写真、
ライバルである立憲民
主党参院議員の福山哲
郎さん、主権者教育に
取り組む「笑下村塾」

代表のたかまつななさ
んに聞きました。

26
日

＝
３
面

広島市の元高校教諭、
森原大紀さん（33）＝
写真＝は、心臓移植を
受け、命をつなげまし
た。学生時代はレスリ
ングに熱中し、病と無
縁の生活を過ごしてい
たのですが、教員生活2
年目の冬に突然、体に
異変を感じたのです。
心臓のポンプ機能が低

下し、血液がうまく循
環できなくなってしま
う難病でした。
一時は絶望していま

したが、家族の支えや
補助人工心臓を取り付
ける手術を行いました。
体調が安定すると、臓
器移植の啓発活動に取
り組み始めたのです。
日本では臓器移植に対

する理解が進んでいな
い現実を知ったからで
した。
そして、闘病生活を

続けていたある日、ド
ナーから心臓提供を受
けました。「命のリ
レー」。その言葉の意
味をかみ締める森原さ
んの心境に迫ります。
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と
や
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赤
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ま
す
。

毎
月
第
4
水
曜
日
に
掲
載

し
ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ

い
。
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